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本学は、地域の知の拠点として、地球規模あるいは社会全体が抱える課題をテーマとして、岐

阜大学の研究成果とともに最新の情報を社会に発信するため、2001 年度から「岐阜シンポジウ

ム」を開催しています。 

このたび、岐阜大学学術アーカイブ・サテライトである教育学部附属郷土博物館植物標本庫の

本格的な運用開始、岐阜県植物誌調査会による『岐阜県植物誌』の出版、および日本植物分類学

会の大会が岐阜県で開催されるのを機に、シンポジウムとして岐阜県博物館はじめ諸機関・団体

との協力のもと、日本植物分類学会との共催により開催いたします。ご多忙の折とは存じます

が、取材方よろしくお願いします。 

記 

 

〇日 時：2020 年 3 月 1 日（日）13:00-17:00 

〇会 場：岐阜大学講堂（岐阜大学柳戸キャンパス内） 

〇プログラム 

挨 拶  森脇 久隆  （岐阜大学長） 

シンポジウム趣旨説明  川窪 伸光  （岐阜大学 教授） 

「植物誌調査の新しい方法：九大新キャンパスでの全種調査から屋久島へ、

そして東南アジアへ」 

 矢原 徹一 氏（九州大学 教授） 

「なぜ身近な植物が絶滅するのか？：標本が語る過去と今」 

藤井 伸二 氏（人間環境大学 准教授） 

「岐阜県植物誌完成までの道のりと岐阜県に特徴的な植物」 

高橋  弘 氏（岐阜大学 名誉教授） 

「岐阜県植物誌はプロとアマが蓄積した植物標本によって完成した」 

福岡 義洋 氏（名古屋市立楠西小学校 教諭） 

「地方大学ならではの植物標本庫生残り戦略」 

須山 知香  （岐阜大学 准教授） 

総合討論 

 

  また、関連企画として、2 月 28 日（金）～3 月 12 日（木）の 13 日間、各都道府県が刊行し

ている「植物誌」収集し、岐阜大学図書館内に閲覧できるブースを設置するとともに、図書館

エントランスホールにおいて植物標本の展示会や地域植物史の研究事例発表を行います。 
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岐阜シンポジウム 岐阜大学・日本植物分類学会一般市民向けシンポジウム 

植物誌の科学：身近な植物から世界の植物まで網羅する挑戦 

～岐阜県植物誌から植物の世界を見る～ 開催のご案内 

【本件に関する問い合わせ】 

岐阜大学研究推進部研究推進課 

電話：０５８－２９３－３３５４ 

Ｅ-mail：gjai04006@gifu-u.ac.jp 


